
　

民
生
・
児
童
委
員
：
仲
手
原

一
丁
目
１
・
２
班
、
３
班
の
一
部

　



日
高　

毅
雄
（
４
３
３
）５
７
６
９

一
丁
目
４・５・８
班
、妙
蓮
寺
ハ
ウ
ス
Ａ

　



小
野
し
づ
子
（
４
０
１
）９
４
６
０

一
丁
目
６・７・８
班
、妙
蓮
寺
ハ
ウ
ス
Ｂ

　



伊
東
美
奈
子
（
４
３
５
）３
７
０
９

一
丁
目
９
・
10
・
11
班
、
３
班
の
一
部

　



村
野　

明
美
（
４
３
１
）３
２
１
０

二
丁
目
１
・
２
班
、
３
班
の
一
部

　


村
上　

久
枝
（
４
０
１
）９
０
２
０

二
丁
目
４・５・６・９
班
、３
班
の
一
部

　

小
栗　

照
子
（
４
０
１
）４
８
９
７

二
丁
目
７
・
８
班　

　

和
田
恵
美
子
（
４
３
３
）５
９
０
１

　

主
任
児
童
委
員
：
篠
原
地
区

　

塚
脇
由
美
子
（
４
３
３
）８
１
５
２

　

青
少
年
指
導
員

　

杉
下
陽
子　

岩
崎
宏
文　

宮
田
守

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

　

高
橋
修　

中
村
美
保
子　

森
本
寿
喜

　

環
境
事
業
推
進
委
員

　
斉
藤
眞
幾
男　

須
田
み
つ　
鈴
木
の
ぶ
子

　

保
健
活
動
推
進
委
員

　

田
中
雅
代　

細
川
邦
夫　

三
原
米
子

　

箸
蔵
哲
夫　

中
村
幸
恵　

飯
島
葉
子

　

田
村
知
子　

野
田
久
代　

尹　

静
子

　
畑
田
由
美
子　

金
子
元
治　

有
木
玉
美

　

消
費
生
活
推
進
員　

　

渋
谷
悦
子

　

家
庭
防
災
員

　

村
野
明
美　

三
橋
信
子

　

子
供
会

　

た
け
の
こ
子
供
会　

常
盤
千
恵

　

は
な
ぶ
さ
子
供
会　

大
木
和
代

　

あ
か
つ
き
子
供
会　

椋
代
慶
子

　

港
北
消
防
団
本
部
部
長

　

久
保
寺
功

　

な
か
て
は
ら
新
聞
編
集
委
員

　

末
尾
参
照

な か て は ら 平成 27 年（2015）４月１日
　

新
年
度
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
平
成

26
・
27
年
度
の
新
旧
の
役
員
・
班
長
・

委
員
の
交
代
に
伴
う
会
合
が
３
月
７
日

（
土
）
新
横
浜
国
際
ホ
テ
ル
で
、
３
月

定
例
会
お
よ
び
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
定
例
会
は
役
員
な
ら
び
に
委
員

代
表
と
新
旧
班
長
を
交
え
て
、
井
上
会

長
か
ら
篠
原
地
区
定
例
会
の
報
告
。
そ

し
て
、
各
月
の
自
治
会
活
動
と
行
事
予

定
な
ど
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
懇
親
会
は
78
名
出
席
の
も
と

開
催
さ
れ
、
井
上
会
長
か
ら
次
の
よ
う

な
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。「
27
年
度
は

仲
手
原
自
治
会
を
、
安
心
・
安
全
で
楽

し
い
町
、
皆
さ
ん
の『
故ふ
る
さ
と郷

』と
し
て
過

ご
せ
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
年
間
、
皆
さ
ま
と
一
緒
に
力
を
合
わ

せ
て
進
め
て
い
き
た
い
の
で
、
ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
自
治
会

活
動
の
詳
細
は
５
月
総
会
で
お
話
す
る

の
で
、
本
日
は
皆
さ
ま
相
互
の
親
睦
を

深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」

　

そ
の
後
、
新
役
員
・
27
年
度
班
長（
継

続
４
名
、新
任
16
名
）が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
新
班
長
の

方
は
初
の
会
合

出
席
に
、少
々
、

緊
張
さ
れ
て
い

た
よ
う
で
す
が
、

現
班
長
の
方
か

ら
の
体
験
談
を

お
聴
き
し
て
、

懇
親
時
は
和
や

か
に
会
話
が
弾
ん
で
い
ま
し
た
。
最
後

に
中
村
副
会
長
の
退
任
ご
挨
拶
を
は
じ

め
新
旧
委
員
か
ら
自
己
紹
介
を
受
け
て

閉
会
し
ま
し
た
。
な
お
、
役
員
の
選
任

は
自
治
会
規
約
に
よ
り
、
本
日
の
定
例

会
で
の
決
定
を
受
け
、
総
会
に
お
い
て

承
認
を
受
け
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
新
班
長
・
組
長
の
円
滑
な
業

務
遂
行
に
資
す
る
た
め
、
３
月
11
・

14
・
15
日
に
業
務
説
明
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

42

新
旧
の
役
員
・
班
長
・
委
員
の
交
代

（1）第 42 号

平
成
27
年
度
班
長
紹
介

一
丁
目

二
丁
目

１
班

小
松
友
美
子

１
班

渡
辺　

澄
子

２
班

伊
藤
み
さ
を

２
班

下
村　

純
一

３
班

岡
田　

岳
裕

３
班

宅
野
さ
な
え

４
班

目
黒
千
代
子

４
班

小
松　

眞
一

５
班

菅
野　

康
子
５
班

押
尾　

泰
典

６
班

平
野　

晋
健

６
班

森
川
理
恵
子

７
班

平
山　

清
司
７
班

森　
　

清
美

８
班

内
田　

豊
子

８
班

本
野　

泰
子

９
班

小
池　

裕
之

９
班

長
谷
川　

裕

10
班

後
藤　

啓
次

11
班

朝
田
亜
里
彩



な か て は ら
　
築
い
た
関
係
で「
い
ざ
」に
備
え
る

　

井
上
自
治
会
長
が
タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス

の
「
人
物
風
土
記
」
に
、
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
井
上
会
長
は
港
北
区
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
会
長
と
し
て
啓
発
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
日
頃
か
ら
多

く
の
地
域
活
動
に
よ
り
築
き
上
げ
た
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を

活
か
し
、
災
害

時
の
た
め
の
備

え
を
続
け
て
お

ら
れ
ま
す
。

　
夫
婦
で
参
画
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」 

　

仲
手
原
一
丁
目
に
お
住
い
の
臼
井
由

朗
・
栄
子
さ
ん
ご
夫
婦
が
横
浜
市
社
会

福
祉
協
議
会
の
広
報
誌
に
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
永
く
続
け
る

秘
訣
は
夫
婦
共
通
の
趣
味
を
楽
し
ん
だ

り
、
地
域
の
集
ま
り
に
顔
を
出
し
た
り

と
、
日
々
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
は
な

く
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
と
の
バ

ラ
ン
ス
、
そ

し
て
健
康
が

大
事
で
す
と

話
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
。

　

横
浜
市
で
は
地
球
温
暖
化
防
止
対
策

の
一
環
と
し
て
、
電
柱
に
共
架
す
る
防

犯
灯
を
従
来
の
蛍
光
灯
か
ら
、
よ
り
少

な
い
電
力
で
、蛍
光
灯
以
上
に
明
る
い
、

省
エ
ネ
タ
イ
プ
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
（
発
光
ダ
イ

オ
ー
ド
）
灯
に
取
替
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
仲
手
原
自
治
会
内
の

電
柱
共
架
型
の
防
犯
灯
は
横
浜
市
管
理

と
な
り
ま
す
が
、
ポ
ー
ル
型
の
防
犯
灯

は
従
来
通
り
自
治
会
管
理
で
す
。

　

防
犯
灯
の
故
障
時
は
、
電
柱
共
架
型

も
ポ
ー
ル
型
も
全
て
自
治
会
の
担
当
宛

に
修
理
依
頼
の
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
の
特
徴

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
は
蛍
光
灯
に
比
べ

て
、
寿
命
が
非
常
に
長
い
う
え
に
、
蛍

光
灯
以
上
の
明
る
さ
を
、
よ
り
少
な
い

電
力
と
コ
ス
ト
で
確
保
で
き
ま
す
。



仲
手
原
自
治
会
内
の
防
犯
灯
設
置
内

訳
と
、
蛍
光
灯
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
の
特
徴
比

較
は
次
表
の
通
り
で
す
。

　
横
浜
市
防
犯
灯
設
置
基
準
（
抜
粋
）

①

設
置
場
所
：
多
く
の
市
民
が
通
行
す

る
道
路
を
照
明
す
る
場
所
と
し
、
設

置
の
申
請
者
は
自
治
会
町
内
会
等
の

代
表
者
と
す
る
。

②

灯
具
：
東
電
柱
ま
た
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
柱
へ

の
共
架
と
す
る
。

※

ポ
ー
ル
型
防
犯
灯
（
仲
手
原
自
治
会

管
理
：
39
灯
）
は
、
適
宜
、
電
柱
へ

の
共
架
移
設
を
進
め
ま
す
。　

③

設
置
間
隔
：
終
夜
点
灯
す
る
公
共
屋

外
照
明
か
ら
概
ね
25ｍ
以
上
と
す
る
。

④

設
置
高
：
原
則
と
し
て
地
上
か
ら
4.5

ｍ
以
上
と
す
る
。

　

標
記
の
公
園
に
つ
い
て
は
、
昨
年
末

か
ら
３
月
の
長
期
に
亘
っ
た
整
備
工
事

の
た
め
、
ご
不

便
を
掛
け
て
い

ま
し
た
が
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
さ

れ
ま
し
た
。
公

園
は
皆
さ
ん
の

憩
い
の
場
で
す
の
で
、
ル
ー
ル
を
守
り

環
境
整
備
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

公
園
環
境
整
備
や
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

は
、
自
治
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が

行
っ
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
頂
け
る
方

は
、自
治
会
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
『
地
域
力
は
ご
近
所
さ
ん
か
ら
！
』　

　

横
浜
市
の「
地
域
で
の
活
動
と
健
康

に
関
す
る
調
査
」の
結
果
で
は
、自
治
会

活
動
へ
の
参
加
度
合
い
に
よ
り
、「
ご
近

所
」の
範
囲
に
関
す
る
認
識
が
異
な
る

と
の
こ
と
。従
来
ご
近
所
と
は「
向
こ
う

三
軒
両
隣
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

最
近
で
は
「
防
災
力
・
防
犯
力
＝
地
域
力

（
自
治
会
活
動
）」と
指
摘
さ
れ
、更
に
広

い
ご
近
所
と
の
付
き
合
い
が
重
要
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
自
治
会
活
動
に
積
極
的
に

参
画
し
て
、
地
域
の
人
と
の
交
流
を
深

め
、
ご
近
所
の
範
囲
を
広
げ
て
は
い
か

が
で
す
か
？

平成 27 年（2015）４月１日（2）第 42 号

永
年
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
紹
介

「福祉よこはま」誌転載

電柱共架のＬＥＤ防犯灯
( 例 ) 港北区Ｌ７４３３
故障時対応：自治会担当まで
従来の自治会管理番号を連絡
して下さい。

「タウンニュース」誌転載

防犯灯に関するご要望は自治会役員にお知らせ
ください。

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
状
況

仲
手
原
二
丁
目
・
広
場
公
園
整
備



　
「
ア
ヴ
ェ
・
ヴ
ェ
ル
ム
・
コ
ル
プ
ス
」
は

お
ご
そ
か
な
讃
歌
、「
金
と
銀
」
は
ウ
ィ

ー
ン
の
美
し
く
軽
や

か
な
ワ
ル
ツ
。
曲
に

ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー

ド
も
交
え
、
四
部
編

成
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

を
聴
い
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
た
く
さ
ん

の
拍
手
と
ア
ン
コ
ー

ル
の
声
を
下
さ
っ
た

お
客
様
、
準
備
さ
れ

た
役
員
の
皆
様
に
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

な か て は ら
 

ク
リ
ス
マ
ス

　
　
コ
ン
サ
ー
ト

　
オ
ル
タ
フ
ル
ー
ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
箸
蔵
　
真
紀
子

　

12
月
14
日
（
日
）
仲
手
原
自
治
会
主

催
の
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン

サ
ー
ト
で
、
ハ
ン
ド
ベ

ル
の
四
十
雀
さ
ん
、
二

胡
の
ウ
ォ
ン
フ
ィ
ー
さ

ん
、
片
桐
さ
ん
と
共
に

演
奏
し
ま
し
た
オ
ル
タ

フ
ル
ー
ト
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
で
す
。
フ
ル
ー
ト
好

き
が
集
ま
り
、
27
年
間

地
域
で
活
動
し
て
い
る

グ
ル
ー
プ
で
す
。

　

当
日
は
季
節
に
ふ
さ

わ
し
い
「
冬
景
色
」
や

「
ゆ
き
」、
ク
リ
ス
マ
ス

メ
ド
レ
ー
等
お
な
じ
み

の
曲
と
、
ク
ラ
シ
ッ
ク

か
ら
二
曲
を
演
奏
し
ま

し
た
。

 

い
ち
ご
狩
り

　

毎
年
恒
例
の
仲
手
原
自
治
会
主
催
の

親
睦
会
「
房
総
半
島
い
ち
ご
狩
り
」
バ

ス
旅
行
が
２
月
22
日
（
日
）
に
老
若
男

女
72
名
参
加
の
も
と
、
バ
ス
２
台
で
催

行
さ
れ
ま
し
た
。「
い
ち
ご
狩
り
」は「
と

ち
お
と
め
」、「
あ
き
ひ
め
」
の
２
種
類

の
い
ち
ご
を
比
較
し
な
が
ら
味
わ
え
、

皆
さ
ん
堪
能
さ
れ
ま
し
た
。

　

楽
し
か
っ
た
い
ち
ご
が
り　

　
　
　
　
　
　
　
　

わ
た
な
べ　

ゆ
い

　

わ
た
し
は
、
い
ち
ご
が
り
で
、
い
ち
ご

を
食
べ
る
時
に
、さ
い
し
ょ
は
れ
ん
に
ゅ

う
を
つ
け
な
い
と
、す
っ
ぱ
く
て
食
べ
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。後
か
ら
食
べ
た
ほ
う
の

い
ち
ご
は
、ど
れ
も
と
っ
て
も
赤
く
て
大

き
く
て
、れ
ん
に
ゅ
う
が
な
い
ほ
う
が
と

て
も
あ
ま
く
て
、
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

わ
た
し
は
、
い
ち
ご
を
68
こ

ぐ
ら
い
食
べ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
ら
い
年
も
い
っ
ぱ
い
食

べ
た
い
で
す
。　

 
自
治
会
の
サ
ー
ク
ル
紹
介
【
連
載
２
】

 
マ
ザ
ー
ク
ラ
ブ

　

昭
和
54
年
に
５
人
の
仲
間
で
会
を
立

ち
上
げ
、
現
在
会
員
30
名
が
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
励
ん
で
い
ま
す
。
毎
月
第

二
月
曜
日
13
時
か
ら
自
治
会
館
に
集
ま

り
、
企
画
・
打
合
せ
・
バ
ザ
ー
出
品
の

制
作
を
行
っ
て
い
ま
す
。
バ
ザ
ー
や
、

夏
祭
り
で
の
夜
店
の
売
り
上
げ
で
「
あ

し
な
が
育
英
会
」
に
毎
年
５
万
円
の
寄

付
を
し
て
い
ま
す
。
主
な
活
動
は
、
ミ

ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
・
福
祉
教
育
・
自
治
会
行
事
の
お

手
伝
い
や
、
港
北
区
と
篠
原
地
区
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
な
ど
に
出
席
し
て
い

ま
す
。

※
ミ
シ
ン
掛
け
の
得
意
な
方
、
手
芸
の
好

き
な
方
、
そ
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味

の
あ
る
方
、
是
非
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

 

み
ち
く
さ
の
会
（
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

　

毎
月
第
二
火
曜
日
13
時
30
分
か
ら
、

仲
手
原
在
住
の
方
を
対
象
に
自
治
会
館

で
行
っ
て
い
ま
す
。
30
名
以
上
の
会
員

の
皆
さ
ん
が
、
毎
月
楽
し
い
行
事
を
心

待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

男
女
問
わ
ず
入
会
を
歓

迎
し
ま
す
。会
費
無
料
。

見
学
自
由
で
す
の
で
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

年
間
行
事
予
定

オルタフルートアンサンブルのフルート演奏
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四
しじゅうがら
十雀のハンドベル演奏

　　二
に こ
胡演奏

人

物

紹

介

「
瑞ず
い
ほ
う
そ
う
こ
う
し
ょ
う

寶
雙
光
章
」
の
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平
成
26
年
秋
の
叙
勲
で
、
永
年
に
亘
る
更
生
保
護
活
動
の
ご
功
績
の
賜
物

に
よ
り
、
二
丁
目
在
住
の
小
代
香
子
さ
ん
が
「
瑞
寶
雙
光
章
」
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
も
、
な
お
一
層
ご
健
康
で
保
護
司
活
動
の
発
展
に
ご
尽

力
い
た
だ
け
ま
す
こ
と
を
ご
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

小
代
香
子
さ
ん

４
月

お
花
見

10
月

室
内
運
動
会

５
月

映
画
鑑
賞
会

11
月

手
品

６
月

ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
成

12
月

ク
リ
ス
マ
ス
会

７
月

保
健
師
の
講
演
会

１
月

新
年
会

８
月

お
休
み

２
月

食
事
会

９
月

敬
老
お
祝
い

３
月

お
楽
し
み
会

4 月行事　お花見



な か て は ら

４
月
「
な
か
て
は
ら
」
第
42
号
発
行

　
　

新
入
学
児
童
へ
お
祝
い
品
贈
呈

　
　

統
一
地
方
選
挙
（
12
日
）

　
　

男
の
仲
手
原
食
堂
（
26
日
）

　
　

自
治
会
費
集
金

５
月
ふ
れ
あ
い
祭
り
（
９
日
）

　
　

自
治
会
総
会
（
24
日
）

　
　

日
赤
共
同
募
金
集
金

　
　
自
治
会
対
抗
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会（
31
日
）

６
月
港
北
小
防
災
拠
点
訓
練
（
13
日
）

　
　
　

※
生
徒
も
参
加
し
合
同
訓
練

　
　

高
齢
者
茶
話
会

　
　

仲
手
原
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
　

子
供
会
対
抗
ユ
ニ
ホ
ッ
ク
大
会

　
　
冬
至
「
日
の
出
」
観
賞

　

12
月
23
日
朝
６
時
30
分
か
ら
篠
原
八

幡
神
社
に
お
い
て
、
篠
原
地
区
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
連
絡
会
の
主
催
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
日
の
出
を
待
つ
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
か
ら
、
お
し
る
こ
と
お
か
ゆ
の
サ

ー
ビ
ス
が
あ
り
、
体
の
中
か
ら
温
ま
り

ま
し
た
。
定
刻
通
り
に
鳥
居
中
心
か
ら

日
が
昇
り
、

本
殿
へ
当
る

光
に
心
が
洗

わ
れ
る
よ
う

で
し
た
。

　
第
30
回 

港
北
駅
伝
大
会

　

１
月
11
日
、
駅
伝
大
会
が
日
産
ス
タ

ジ
ア
ム
と
周
回
の
17.1

km
コ
ー
ス
で
開
催

さ
れ
、
全
23
チ
ー
ム
で
篠
原
連
合
は
２

チ
ー
ム
出
場
し
ま
し
た
。

　
　
　
　

港
北
小
４
年　

耳
浦　

千
紘

　

私
は
、初
め
て
港
北
駅
伝
に
出
ま
し
た
。

初
め
て
高
校
生
や
大
人
の
チ
ー
ム
が
走
っ

て
る
の
を
見
て
、私
は「
大
丈
夫
か
な
」「
速

い
な
」
と
思
い
ま
し
た
。

そ
し
て
あ
っ
と
い
う
間
に

本
番
に
な
り
ま
し
た
。
私

は
８
区
で
、
７
区
の
人
か

ら
「
た
す
き
」
を
も
ら
っ

た
直
後
は
、
速
く
走
り
す

ぎ
て
し
ま
い
、
と
て
も
つ
か
れ
ま
し
た
。

ラ
ス
ト
四
百
メ
ー
ト
ル
の
ス
タ
ジ
ア
ム
一

周
で
は
、
最
初
よ
り
ペ
ー
ス
が
落
ち
て
し

ま
い
ま
し
た
。
で
も
最
後
の
９
区
の
人
に

「
た
す
き
」を
わ
た
せ
て
、良
か
っ
た
で
す
。

 

　
　
　
節
分
ま
め
ま
き
大
会

　

２
月
１
日
、
篠
原
地
区
青
少
年
指
導

員
主
催
の
豆
ま
き
が
篠
原
八
幡
神
社
で

開
催
さ
れ
、「
年
男
・
年
女
」
の
子
供

た
ち
が
豆
ま
き
を
し
ま
し
た
。

　
　
　
　

港
北
小
５
年　

  

井
桁　

啓
吾

　

２
月
１
日
に
子
ど
も
会
豆
ま
き
を
や

り
ま
し
た
。
年
男
な
の
で
上
か
ら
み
ん
な

の
入
れ
物
を
ね
ら
っ
て
豆
を
投
げ
ま
し

た
。
な
る
べ
く
み
ん
な
に
行
く
よ
う
に
力

の
調
節
を
し
、
や
り
ま
し
た
。
自
分
の
番

が
終
わ
る
と
、
次
は
出
口
側
で
豆
や
お
か

し
を
拾
う
方
に
移
り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん

取
れ
た
の
で
良
か
っ
た
で
す
。
来
年
は
も

っ
と
た
く
さ
ん
取
り
た
い
で
す
。

　
　
　
　

白
幡
小
５
年　

  

福
島　

詩
織

　

私
は
今
年
で
12
才
な
の
で
年
女
で
す
。

な
の
で
、
ス
テ
ー
ジ
に
立
っ
て
豆
を
ま
き

ま
し
た
。
自
分
と
ほ
か
の
人
の
幸
せ
を
願

っ
て
ま
き
ま
し
た
。
次
に
ス
テ
ー
ジ
に
上

が
れ
る
の
は
12
年
後
な
の
で
、
そ
れ
ま
で

毎
年
家
で
豆
ま
き
を
し
て
い
き
た
い
で

す
。
豆
ま
き
と
は
、
お
に
を
は
ら
い
幸
せ

を
運
ぶ
も
の
で
、
節
分
に
は
古
く
か
ら
豆

ま
き
の
行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
豆
に

は
、
生
命
力
と
ま
よ
け
の
能
力
が
そ
な
わ

っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
今

年
も
来
年
も
幸
せ
で
い
ら
れ
た
ら
い
い
と

思
い
ま
す
。
今
年
も
年
の
分
だ
け
豆
を
食

べ
ま
し
た
。
だ
け
ど
家
族
の
み
ん
な
は
豆

の
量
が
多
過
ぎ
て
食
べ

る
の
が
つ
ら
そ
う
で
す
。

私
も
24
才
に
な
っ
て
食

べ
る
時
は
24
個
食
べ
な

い
と
い
け
な
い
の
で
つ

ら
く
思
え
て
き
ま
し
た
。

 

港
北
小
学
校
一
年
生
と
「
昔
あ
そ
び
」

　

１
月
29
日
（
木
）「
ふ
ゆ
を
い
っ
し
ょ

に
た
の
し
も
う
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
地

域
の
人
と
昔
遊
び
を
一
緒
に
体
験
し
、

楽
し
く
遊
ぶ
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
催
し
も
一
年
生
活
科
の
恒
例
に
な
っ

て
お
り
、「
は
ね
つ

き
・
竹
と
ん
ぼ
・
お

手
玉
・
け
ん
玉
・
あ

や
と
り
・
こ
ま
ま
わ

し
」
を
行
い
ま
す
。

生
徒
た
ち
は
こ
の
中
か
ら
や
っ
て
み
た

い
と
思
う
も
の
を
選
ん
で
町
の
人
と
一

緒
に
楽
し
く
昔
遊
び
を
体
験
し
ま
し
た
。

 

港
北
小
学
校
三
年
生
と
「
七
輪
体
験
」

　

２
月
10
日
（
火
）「
ま
ち
の
昔
発
見
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
生
徒
た
ち
と
七
輪

の
火
お
こ
し
を
体
験
し
、
モ
チ
を
焼
い

て
食
べ
ま
し
た
。
全
生
徒
か
ら
体
験
感

想
文
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

《
編
集
後
記
》

　

永
年
活
動
さ
れ
て
い
た
岩
下
武
夫
さ

ん
が
退
任
さ
れ
、
新
年
度
か
ら
押
尾
泰

典
さ
ん
と
宮
田
純
子
さ
ん
が
加
わ
り
、

中
村
泰
雄
編
集
長
を
中
心
に
、
引
続
き

充
実
し
た
広
報
活
動
に
努
め
ま
す
。   

 

《
編
集
ス
タ
ッ
フ
》

伊
東
美
奈
子
・
植
木
幹
造
・
江
村
清　

押
尾
泰
典
・
三
宅
博
久
・
宮
田
純
子　

和
田
恵
美
子

編
集
責
任
者
：
中
村
泰
雄
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